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議長会HP

地制調地制調
答 申答 申第

３２
次
地
方
制
度
調
査
会
は
６
月
１７
日
、
第
５
回
総
会
を
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
開
き
、
人

口
減
少
社
会
で
の
地
方
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
を
取
り
ま
と
め
、
同
２６
日
に

安
倍
晋
三
首
相
に
提
出
し
た
。
本
会
を
は
じ
め
地
方
側
が
強
い
懸
念
を
表
明
し
た
広
域

連
携
の
法
制
化
に
つ
い
て
は
賛
否
併
記
の
上
、
引
き
続
き
検
討
す
る
必
要
性
を
明
記
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
方
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
を
提
言
し
た
。

同
調
査
会
は
、
高
齢
者

人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

２
０
４
０
年
頃
を
見
据
え
、

諸
課
題
に
対
応
す
る
地
方
行

政
の
在
り
方
を
探
っ
て
き
た
。

答
申
は
、
感
染
症
リ
ス
ク

な
ど
新
た
に
顕
在
化
し
た
課

題
も
取
り
上
げ
、
自
治
体
が

自
主
的
に
広
域
連
携
に
取

り
組
む
こ
と
の
意
義
を
強

調
。
関
係
市
町
村
の
参
画
な

ど
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は

法
制
化
に
言
及
し
、
そ
れ
に

よ
り
「
連
携
施
策
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
（
計
画
・
実
行
・
検
証
・

改
善
）
サ
イ
ク
ル
の
確
実
な

実
施
」
が
考
え
ら
れ
る
な
ど

と
し
た
。

た
だ
、
法
制
化
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
の
専
門
小
委
員

会
で
本
会
を
は
じ
め
地
方
側

が
強
い
懸
念
を
表
明
し
て
お

り
、
答
申
で
は
「
特
定
の
枠

組
み
へ
誘
導
さ
れ
、
市
町
村

の
自
主
性
を
損
な
う
」「
法

制
度
化
以
外
に
も
対
応
方
策

が
考
え
ら
れ
る
」
と
の
地
方

側
の
意
見
を
紹
介
し
た
。　

一
方
で
「
市
町
村
の
参
画

を
担
保
す
る
確
実
な
方
策
は

法
制
化
だ
」「
関
係
市
町
村

が
自
ら
選
択
す
る
仕
組
み
で

あ
れ
ば
誘
導
の
懸
念
は
当
た

ら
な
い
」
な
ど
の
推
進
派
の

意
見
も
併
記
し
、「
そ
の
是

非
を
含
め
て
関
係
者
と
十
分

な
意
見
調
整
を
図
り
つ
つ
検

討
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
」
と
検
討
を
継
続
し
て
い

く
必
要
性
を
強
調
し
た
。　

総
会
で
意
見
表
明
に
立
っ

た
本
会
の
野
尻
哲
雄
会
長

（
大
分
市
）
は
、「
中
心
市
と

周
辺
市
町
村
の
関
係
は
『
対

等
』
を
基
本
に
現
場
に
任
せ

て
ほ
し
い
と
い
う
私
ど
も
の

思
い
が
必
ず
し
も
十
分
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
」
と
内
容

に
不
満
を
示
し
、
将
来
、
財

政
的
な
問
題
か
ら
「
多
く
の

市
町
村
が
『
自
主
的
な
取
り

組
み
』
の
名
の
下
、
特
定
の

方
式
に
誘
導
さ
れ
る
懸
念
が

残
る
」
と
述
べ
た
。

同
会
長
は
ま
た
、
現
在
、

全
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
定
住
自
立
圏
」「
連
携
中
枢

都
市
圏
」
構
想
に
つ
い
て
も
、

「
中
心
市
『
主
導
』、
周
辺
市

町
村
『
参
画
』
の
一
対
一
の

関
係
し
か
認
め
て
い
な
い
」

と
中
身
に
不
備
が
あ
る
と
指

摘
し
、
関
係
市
町
村
が
多
様

な
方
式
を
選
択
で
き
る
よ
う

両
構
想
の
「
推
進
要
綱
」
を

抜
本
的
に
見
直
す
よ
う
改
め

て
求
め
た
。

今
回
の
答
申
で
は
ま
た
大

き
な
柱
と
し
て
「
地
方
行
政

の
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
取
り
上

げ
、
自
然
災
害
や
感
染
症
リ

ス
ク
な
ど
に
対
応
す
る
た
め

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
必

要
性
を
指
摘
。
具
体
的
に
住

民
基
本
台
帳
や
税
務
の
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
標
準

化
を
早
急
に
進
め
た
り
、
Ａ

Ｉ
な
ど
の
最
先
端
技
術
を
活

用
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
を

提
言
し
た
。

野尻会長発言要旨
【地方行政デジタル化】
経済効率性、企業利益だけが優先されないよ
う、自治体などの受益者が納得できる形で。
【公共私の連携】
人的・財政的支援を。疲弊する自治会等を再
生する方策にも配慮を。
【広域連携】
広域連携では、中心地と周辺市町村の「対等」
関係を基本に現場に任せてほしいという思いが
十分に反映されていない。国は中立であること
が必要。中心市と周辺市町村の関係がぎくしゃ
くする本質的な要因は「推進要綱」自体にある。
「推進要綱」を抜本的に見直し、「主導・参画」
関係に基づく連携協約に加え、「対等」「共同」
関係の方式も選択できるよう求めたい。
【地方議会】
請負禁止要件緩和など速やかな法改正を。議
員の法的位置づけ、厚生年金への加入実現への
取り組みも。

広
域
連
携
法
制
化

広
域
連
携
法
制
化  

賛
否
併
記
　

賛
否
併
記
　

野
尻
会
長
懸
念「
推
進
要
綱
見
直
し
を
」

野
尻
会
長
懸
念「
推
進
要
綱
見
直
し
を
」Web会議に出席する

野尻会長（大分市）
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▼
議
長

▽
御
前
崎	

増
田
雅
伸（
４・２4
）

▽
佐
渡	

佐
藤　
孝（
４・２8
）

▽
田
村	

大
橋
幹
一（
５・１
）

▽
中
野（
長
野
）　
町
田
博
文

	

（
５・１
）

▽
安
城	

大
屋
明
仁（
５・１
）

▽
姶
良	

東
馬
場
弘（
５・１
）

▽
大
垣	

田
中
孝
典（
５・７
）

▽
愛
西	

島
田　
浩（
５・８
）

▽
清
須	

成
田
義
之（
５・８
）

▽
美
濃	

辻　
文
男（
５・８
）

▽
明
石	

千
住
啓
介（
５・８
）

▽
桜
井	

我
妻　
力（
５・８
）

▽
伊
予	

正
岡
千
博（
５・８
）

▽
行
橋	

澤
田
保
夫（
５・８
）

▽
高
山	
倉
田
博
之（
５・１１
）

▽
御
所	
南　
　
満（
５・１１
）

▽
福
山	
小
川
眞
和（
５・１１
）

▽
美
祢	

竹
岡
昌
治（
５・１１
）

▽
土
佐	

田
村
隆
彦（
５・１１
）

▽
上
越	

飯
塚
義
隆（
５・１２
）

▽
伊
那	

飯
島　
進（
５・１２
）

▽
富
津	

渡
辺　
務（
５・１２
）

▽
瀬
戸	

冨
田
宗
一（
５・１２
）

▽
江
南	

野
下
達
哉（
５・１２
）

▽
瑞
穂	

庄
田
昭
人（
５・１２
）

▽
相
生	

三
浦
隆
利（
５・１２
）

▽
小
野	

小
林
千
津
子（
５・１２
）

▽
香
南	

齊
藤
朋
子（
５・１２
）

▽
豊
川	

榊
原
洋
二（
５・１３
）

▽
春
日
井	

友
松
孝
雄（
５・１３
）

▽
津
島	

日
比
野
郁
郎（
５・１３
）

▽
長
久
手	

青
山
直
道（
５・１３
）

▽
熊
野	

山
本
洋
信（
５・１３
）

▽
羽
島	

山
田
紘
治（
５・１３
）

▽
大
和
高
田　
西
村
元
秀

	

（
５・１３
）

▽
大
和
郡
山　
東
川
勇
夫

	

（
５・１３
）

▽
三
好	

多
田　
敬（
５・１３
）

▽
豊
田	

山
田
主
成（
５・１4
）

▽
蒲
郡	

大
竹
利
信（
５・１4
）

▽
豊
明	

毛
受
明
宏（
５・１4
）

▽
山
県	

武
藤
孝
成（
５・１4
）

▽
岸
和
田	

河
合　
馨（
５・１4
）

▽
笠
岡	

藤
井
義
明（
５・１4
）

▽
国
東	

大
谷
和
義（
５・１4
）

▽
出
水	

杉
本
尚
喜（
５・１4
）

▽
大
船
渡	

渕
上　
清（
５・１5
）

▽
砺
波	

山
本
善
郎（
５・１5
）

▽
佐
倉	

爲
田　
浩（
５・１5
）

▽
名
古
屋	

中
里
高
之（
５・１5
）

▽
貝
塚	

阪
口
芳
弘（
５・１5
）

▽
枚
方	

野
村
生
代（
５・１5
）

▽
三
木	

中
尾
司
郎（
５・１5
）

▽
宇
陀	

山
本
裕
樹（
５・１5
）

▽
三
次	

新
家
良
和（
５・１5
）

▽
府
中（
広
島
）　
棗
田
澄
子

	

（
５・１5
）

▽
美
馬	

井
川
英
秋（
５・１5
）

▽
高
松	

井
上
孝
志（
５・１5
）

▽
善
通
寺	

氏
家
寿
士（
５・１5
）

▽
新
居
浜	

永
易
英
寿（
５・１5
）

▽
鹿
児
島	

川
越
桂
路（
５・１5
）

▽
藤
岡	

松
村
晋
之（
５・１8
）

▽
日
進	

道
家
富
好（
５・１8
）

▽
北
名
古
屋　
沢
田　
哲

	

（
５・１8
）

▽
鈴
鹿	

大
杉
吉
包（
５・１8
）

▽
中
津
川	

岡
﨑
隆
彦（
５・１8
）

▽
池
田	

多
田
隆
一（
５・１8
）

▽
八
尾	

西
田
尚
美（
５・１8
）

▽
大
津	

八
田
憲
児（
５・１8
）

▽
彦
根	

安
澤　
勝（
５・１8
）

▽
真
岡	

大
瀧
和
弘（
５・１9
）

▽
高
崎	

渡
邊
幹
治（
５・１9
）

▽
伊
勢
崎	

定
方
英
一（
５・１9
）

▽
一
宮	

横
井
忠
史（
５・１9
）

▽
四
日
市	

早
川
新
平（
５・１9
）

▽
泉
佐
野	

向
江
英
雄（
５・１9
）

▽
富
田
林	

南
齋
哲
平（
５・１9
）

▽
京
丹
後	

金
田
琮
仁（
５・１9
）

▽
坂
出	

植
條
敬
介（
５・１9
）

▽
静
岡	

繁
田
和
三（
５・２0
）

▽
浜
松	

鈴
木
育
男（
５・２0
）

▽
高
浜	

杉
浦
辰
夫（
５・２0
）

▽
堺	

宮
本
恵
子（
５・２0
）

▽
高
槻	

福
井
浩
二（
５・２0
）

▽
守
口	

立
住
雅
彦（
５・２0
）

▽
門
真	

今
田
哲
哉（
５・２0
）

▽
高
石	

永
山　
誠（
５・２0
）

▽
西
予	

中
村
一
雅（
５・２0
）

▽
豊
中	

宮
地
和
夫（
５・２２
）

議
会
人
事

♦ 

役
員
市
紹
介 

♦

副
会
長
・
監
事
・
部

会
長
市
に
つ
い
て
紹
介

す
る
連
載
を
今
号
か
ら

始
め
ま
す
（
昨
年
度
の

旬
報
で
紹
介
し
た
市
を

除
く
。
順
不
同
）

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
６
万
２
８
６
９
人

（
今
年
６
月
１
日
現
在
）

▽
面
積　
１9
・
６9
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
東
北
地
方

を
代
表
す
る
歴
史
に
彩
ら
れ

た
都
市
。
奈
良・平
安
時
代
、

多
賀
城
（
創
建
７
２
４
年
）

に
陸
奥
国
の
国
府
が
置
か
れ

た
。
日
本
三
古
碑
の
一
つ
で

あ
る
多
賀
城
碑
（
壺
碑
）
が

あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
松
尾

芭
蕉
が
訪
れ
、
目
に
し
た
感

動
を
「
奥
の
細
道
」
に
記
し

て
い
る
。
昭
和
4６
年
１１
月
１

日
市
制
施
行
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
市
章
は
多
賀

城
の
「
多
」
を
図
案
化
し
て

１
３
０
０
年
事
業
調
査
特
別

委
員
会
」（
全
議
員
で
構
成
）

を
設
置
し
て
い
る
。

作
成
。
円
と
、
平
行
す
る
斜

線
の
美
し
さ
に
よ
り
動
的
な

市
の
発
展
と
市
の
和
合
、
平

和
を
表
し
て
い
る
。
市
の
木

は
晩
秋
に
開
花
す
る
サ
ザ
ン

カ
。
市
の
花
は
市
内
に
自
生

す
る
多
年
草
あ
や
め
。
平
成

２5
年
７
月
に
「
全
国
市
町
村

あ
や
め
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

し
た
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

１8
人
（
現

在・男
性
１4
人
、
女
性
４
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
元
年
９

月
１
日
。
無
投
票
（
前
々
回

平
成
２７
年
８
月
３0
日
。
立
候

補
２１
人
、
投
票
率
4３・9１
％
）

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
多
賀

城
創
建
１
３
０
０
年
の
節
目

と
な
る
令
和
６
年
に
向
け
、

今
年
６
月
、
国
特
別
史
跡
の

同
城
跡
の
南
門
・
築
地
塀
復

元
事
業
が
始
ま
っ
た
。
こ
の

事
業
に
対
し
、
市
議
会
と
し

て
必
要
な
調
査
、
提
言
な

ど
を
行
う
「
多
賀
城
創
建

多
賀
城
市
は
宮
城
県
の
太

平
洋
岸
に
位
置
し
、
周
辺
に

は
県
庁
所
在
地
の
仙
台
市
や

日
本
三
景
の
松
島
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
市
の
名
称
の
由
来

と
な
っ
て
い
る
「
多
賀
城
」

は
、
約
１
３
０
０
年
前
の
奈

良
時
代
に
国
府
と
鎮
守
府
が

置
か
れ
、
東
北
の
政
治
・
軍

事
・
文
化
の
拠
点
と
し
て
栄

え
ま
し
た
。
現
代
に
残
る
多

賀
城
跡
は
、
平
城
宮
跡
（
奈

良
県
）、大
宰
府
跡（
福
岡
県
）

と
と
も
に
日
本
三
大
史
跡
に

数
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
は

県
立
の
東
北
歴
史
博
物
館
や

市
立
図
書
館
な
ど
文
化
施
設

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
皆
様

の
御
来
訪
を
心
よ
り
お
待
ち

連載①

多
賀
城
市

多
賀
城
市

副
会
長
市
紹
介

副
会
長
市
紹
介

伏
谷
議
長
の
話

伏
谷
議
長
の
話伏谷修一議長

多賀城碑
（写真提供＝多賀城市）

市　章

し
て
お
り
ま
す
。
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▽
横
浜
市
（
神
奈
川
県
）

〒
２
３
１
―
０
０
０
５

横
浜
市
中
区
本
町
６
―
50
―
１0

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
３
階
お
よ

び
5
～
8
階
。
誰
も
が
安
心

し
て
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
親
子
傍
聴
室
を
新
設

し
た
ほ
か
、
全
て
の
委
員
会

室
に
傍
聴
室
を
設
け
、
開
か

れ
た
議
会
を
実
現
し
て
い
る
。

▽
瑞
穂	

若
井
千
尋（
５・１２
）

▽
相
生	

森
下
髙
明（
５・１２
）

▽
小
野	

山
本
悟
朗（
５・１２
）

▽
香
南	

上
田
瀧
雄（
５・１２
）

▽
豊
川	

堀
内
重
佳（
５・１３
）

▽
春
日
井	

小
原　
哉（
５・１３
）

▽
津
島	

安
井
貴
仁（
５・１３
）

▽
犬
山	

柴
田
浩
行（
５・１３
）

▽
長
久
手　
山
田
か
ず
ひ
こ

	

（
５・１３
）

▽
熊
野	

大
橋
秀
行（
５・１３
）

▽
羽
島	
豊
島
保
夫（
５・１３
）

▽
大
和
高
田　
森
本
尚
順

	
（
５・１３
）

▽
大
和
郡
山　
堀
川　
力

	
（
５・１３
）

▽
三
好	

古
井
孝
司（
５・１３
）

▽
横
須
賀	

渡
辺
光
一（
５・１4
）

▽
豊
田	

山
口
光
岳（
５・１4
）

▽
蒲
郡	

大
向
正
義（
５・１4
）

▽
豊
明	

鵜
飼
貞
雄（
５・１4
）

▽
山
県	

古
川
雅
一（
５・１4
）

▽
岸
和
田	

岩
﨑
雅
秋（
５・１4
）

▽
笠
岡	

齋
藤
一
信（
５・１4
）

▽
国
東	

元
永
安
行（
５・１4
）

▽
出
水	

鶴
田　
均（
５・１4
）

▽
大
船
渡	

三
浦　
隆（
５・１5
）

▽
砺
波	

雨
池
弘
之（
５・１5
）

▽
太
田	

正
田
恭
子（
５・１5
）

▽
佐
倉	

平
野
裕
子（
５・１5
）

▽
三
島	

堀
江
和
雄（
５・１5
）

▽
名
古
屋	

山
田
昌
弘（
５・１5
）

▽
貝
塚	

前
園
隆
博（
５・１5
）

▽
枚
方	

山
口　
勤（
５・１5
）

▽
三
木	

大
西
秀
樹（
５・１5
）

▽
宇
陀	

菊
岡
千
秋（
５・１5
）

▽
三
次	

山
村
惠
美
子（
５・１5
）

▽
府
中（
広
島
）　
三
藤　
毅

	

（
５・１5
）

▽
美
馬	

中
川
重
文（
５・１5
）

▽
高
松	

佐
藤
好
邦（
５・１5
）

▽
善
通
寺	

川
向　
武（
５・１5
）

▽
新
居
浜	

田
窪
秀
道（
５・１5
）

▽
鹿
児
島　
小
森
の
ぶ
た
か

	

（
５・１5
）

▽
藤
岡	

丸
山　
保（
５・１8
）

▽
磐
田	

髙
田
正
人（
５・１8
）

▽
日
進	

青
山
耕
三（
５・１8
）

▽
北
名
古
屋　
清
水
晃
治

	

（
５・１8
）

▽
鈴
鹿	

南
条
雄
士（
５・１8
）

▽
中
津
川	

島
﨑
保
人（
５・１8
）

▽
池
田	

山
元　
建（
５・１8
）

▽
八
尾	

田
中
慎
二（
５・１8
）

▽
大
津	

幸
光
正
嗣（
５・１8
）

▽
彦
根	

野
村
博
雄（
５・１8
）

▽
三
原	
新
元　
昭（
５・１8
）

▽
魚
津	
寺
㟢
孝
洋（
５・１9
）

▽
真
岡	
久
保
田
武（
５・１9
）

▽
高
崎	

長
壁
真
樹（
５・１9
）

▽
伊
勢
崎	

宮
田
芳
典（
５・１9
）

▽
一
宮	

則
竹
安
郎（
５・１9
）

▽
四
日
市	

村
山
繁
生（
５・１9
）

▽
泉
佐
野	

大
庭
聖
一（
５・１9
）

▽
富
田
林	

村
山
理
恵（
５・１9
）

▽
京
丹
後　
浜
岡
大
二
郎

	

（
５・１9
）

▽
坂
出	

鳥
飼
年
幸（
５・１9
）

▽
北	

坂
口
勝
也（
５・２0
）

▽
静
岡	

早
川
清
文（
５・２0
）

▽
浜
松	

波
多
野
亘（
５・２0
）

▽
高
浜	

柳
沢
英
希（
５・２0
）

▽
堺	

米
田
敏
文（
５・２0
）

▽
高
槻	

吉
田
稔
弘（
５・２0
）

▽
守
口	

甲
斐
礼
子（
５・２0
）

▽
門
真	

岡
本
宗
城（
５・２0
）

▽
高
石	

東
野
隆
史（
５・２0
）

▽
西
予	

山
本
英
明（
５・２0
）

▽
豊
中	

坂
口
福
美（
５・２２
）

▽
藤
井
寺	

伊
藤
政
一（
５・２２
）

▽
豊
島	

河
原
弘
明（
５・２5
）

▼
事
務
局
長

▽
伊
達（
福
島
）　
髙
野
真
治

	

（
４・１
）

▽
佐
渡	

山
本
雅
明（
４・１
）

▽
砺
波	

村
井
一
仁（
４・１
）

▽
坂
井	

矢
尾
昭
宏（
４・１
）

▽
東
松
山	

山
下
弘
樹（
４・１
）

▽
静
岡	

新
村
敏
明（
４・１
）

▽
御
前
崎	

鈴
木
弘
康（
４・１
）

▽
名
古
屋	

津
坂
昌
樹（
４・１
）

▽
愛
西	

近
藤
ゆ
か
り（
４・１
）

▽
岸
和
田	

山
本
隆
彦（
４・１
）

▽
門
真	

岡
一
十
志（
４・１
）

▽
荒
尾	

前
田
偉
知
雄（
４・１
）

▽
姶
良	

迫
田
耕
蔵（
４・１
）

▽
徳
島	

尾
崎　
覚（
４・２0
）

▽
藤
井
寺	

山
本
忠
司（
５・２２
）

▽
豊
島	

村
上
宇
一（
５・２5
）

▼
副
議
長

▽
御
前
崎	
櫻
井　
勝（
４・２4
）

▽
佐
渡	
坂
下
善
英（
４・２8
）

▽
田
村	

半
谷
理
孝（
５・１
）

▽
中
野（
長
野
）　
松
野
繁
男

	

（
５・１
）

▽
安
城	

深
津　
修（
５・１
）

▽
丹
波
篠
山　
小
畠
政
行

	

（
５・１
）

▽
浅
口	

佐
藤
正
人（
５・１
）

▽
姶
良	

谷
口
義
文（
５・１
）

▽
大
垣	

丸
山
新
吾（
５・７
）

▽
愛
西	

神
田
康
史（
５・８
）

▽
清
須	

小
﨑
進
一（
５・８
）

▽
美
濃	

佐
藤
好
夫（
５・８
）

▽
明
石	

佐
々
木
敏（
５・８
）

▽
桜
井	

金
山
成
樹（
５・８
）

▽
伊
予	

高
田
浩
司（
５・８
）

▽
行
橋	

小
堤
千
寿（
５・８
）

▽
杵
築	

堀　
典
義（
５・８
）

▽
綾
瀬	

笠
間　
昇（
５・１１
）

▽
岩
倉	

鬼
頭
博
和（
５・１１
）

▽
高
山	

松
山
篤
夫（
５・１１
）

▽
多
治
見	

寺
島
芳
枝（
５・１１
）

▽
御
所	

武
藤
公
介（
５・１１
）

▽
福
山	

大
田
祐
介（
５・１１
）

▽
美
祢	

山
中
佳
子（
５・１１
）

▽
土
佐	

糸
矢
幸
吉（
５・１１
）

▽
宮
崎	

松
山
泰
之（
５・１１
）

▽
上
越	

波
多
野
一
夫（
５・１２
）

▽
伊
那	

唐
澤　
稔（
５・１２
）

▽
富
津	

平
野
英
男（
５・１２
）

▽
瀬
戸	

西
本　
潤（
５・１２
）

▽
江
南	

中
野
裕
二（
５・１２
）

▽
弥
富
市
（
愛
知
県
）

〒
４
９
８
―
８
５
０
１

弥
富
市
前
ケ
須
町
南
本
田

３
３
５

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

本
紙
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
「
議
会
人
事
」
お
よ
び

「
新
庁
舎
落
成
」
の
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
会
に
報
告

の
あ
っ
た
市
区
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

「
議
会
人
事
」
の
ご
報
告

は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
・
調
査
回
答
シ
ス

テ
ム
に
て
、「
新
庁
舎
落
成
」

の
ご
報
告
は
お
電
話
に
て

承
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
紙
面
構
成
上
の
都

合
に
よ
り
、
ご
報
告
か
ら
掲

載
ま
で
お
時
間
を
い
た
だ
く

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

全
国
市
議
会
議
長
会 

総
務
部

☎
０
３
―
３
２
６
２
―
５
２
３
４

議
会
人
事
・
新
庁
舎
落
成

の
掲
載
に
つ
い
て

新
庁
舎
落
成

議
会
所
在
地
変
更

横浜市役所新庁舎
（同右）

議　場
（写真提供＝横浜市）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

本
紙
第
２
１
２
３
号
５
面

記
事
中
５
段
目
１２
行
目
の
議

長
表
彰
の
う
ち
、「
前
田
久

（
伊
万
里
市
）」
と
あ
る
の
は
、

「
前
田
久
（
伊
万
里
市
）」
の

誤
り
で
し
た
。
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
訂
正
し
ま
す
。
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全
国
市
議
会
議
員
団
体
補
償
制
度
の
ご
案
内

全
国
市
議
会
議
員
団
体
補
償
制
度
の
ご
案
内

全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
の
保
険

全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
の
保
険

全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
は
、
全
国
の
市
議
会
議
員

の
相
互
の
交
流
親
睦
を
深
め
、
相
互
扶
助
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
、
任
意
加
入
の
保
険
と
し
て
傷
害
総
合
保
険

の
「
全
国
市
議
会
議
員
団
体
補
償
制
度
」
と
疾
病
や
け

が
に
よ
る
入
院
・
手
術
を
補
償
す
る
「
全
国
市
議
会
議

員
医
療
保
険
制
度
」
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
令
和
２
年
8
月

１
日
か
ら
保
険
期
間
が
更
新

と
な
る
「
全
国
市
議
会
議
員

団
体
補
償
制
度
」
に
つ
い
て

ご
案
内
し
ま
す
。

同
団
体
補
償
制
度
は
、
議

員
の
皆
様
の
福
利
厚
生
制
度

の
一
環
と
し
て
、
日
常
生
活

に
お
け
る
「
け
が
」
と
「
賠

償
」
を
セ
ッ
ト
で
補
償
す
る

保
険
で
す
。
一
般
の
保
険
に

加
入
す
る
よ
り
も
有
利
な
保

険
料
・
補
償
範
囲
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
け
が
の
補
償
」は
、

日
本
国
内
・
海
外
を
問
わ
ず
、

通
勤
途
上
、
公
務
中
、
家
庭

内
、
職
場
内
、
旅
行
中
な
ど
、

日
常
生
活
に
お
け
る
あ
ら
ゆ

る
け
が
を
補
償
し
ま
す
。
地

震
な
ど
の
天
災
事
故
に
よ
る

け
が
も
補
償
し
ま
す
。

「
賠
償
の
補
償
」
は
、
本

人
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や

同
居
の
親
族
な
ど
が
日
常
生

活
に
お
い
て
、
他
人
を
け
が

さ
せ
た
り
、
他
人
の
財
物
を

壊
し
た
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、

法
律
上
の
賠
償
責
任
が
発
生

し
た
場
合
に
補
償
し
ま
す
。

市
議
会
議
員
の
皆
様
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
、
加
入
に
際
し
て
医
師
の

審
査
は
不
要
で
す
。
夫
婦
型

へ
の
加
入
で
、
配
偶
者
も
保

険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
議
員
を
退
職
さ
れ

る
方
で
、
保
険
契
約
の
継
続

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
引

き
続
き
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

保
険
期
間
は
、
毎
年
8
月

１
日
か
ら
１
年
間
で
、
中
途

加
入
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
、
特
段
の
申
し
出
が
な
い

限
り
、
翌
年
度
以
降
も
自
動

更
新
と
な
り
ま
す
。

本
制
度
に
継
続
し
て
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
8
月
１

日
補
償
開
始
時
（
契
約
更
新

時
）
の
み
、
本
人
型
か
ら
夫

婦
型
へ
、
ま
た
は
夫
婦
型
か

ら
本
人
型
へ
変
更
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
8
月
１
日
か
ら

１
年
間
の
保
険
料
は
、
年
齢

に
関
係
な
く
、
本
人
型
は
月

額
３
８
０
０
円
、
夫
婦
型
は

月
額
６
２
０
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
６
月
１9
日
付
に
て
各
市

議
会
事
務
局
に
送
付
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
資
料（
無
料
）

「
け
が
の
補
償
」「
賠
償
の
補
償
」

「
け
が
の
補
償
」「
賠
償
の
補
償
」

充
実
の
補
償
を
ご
提
供

充
実
の
補
償
を
ご
提
供

保
険
期
間
は

保
険
期
間
は
88
月月
11
日
か
ら

日
か
ら

中
途
加
入
も
随
時
受
付

中
途
加
入
も
随
時
受
付

を
ご
希
望
の
方
は
、
全
国
市

議
会
議
員
互
助
会
ま
で
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
３
―
３
２
６
２
―
５
２
３
３

加
入
対
象
は
市
議
会
議
員

加
入
対
象
は
市
議
会
議
員

夫
婦
型
で
配
偶
者
も
補
償

夫
婦
型
で
配
偶
者
も
補
償

退
職
後
も
継
続
加
入
可

退
職
後
も
継
続
加
入
可

議 員 専 用
ページ掲載中

全国市議会議員団体補償制度の概要


